
「monaka」
これまで午前中の移動ではNACK5の「monaka」でパーソナリティの池辺愛さんの話を聴くのが楽しみでしたが、今年に入り産休。

そこで何か新しいものをと思いたちクラシックを聴くようになりました。
お気に入りは、サティの「ジムノペディ」、ラヴェルの「ボレロ」や「亡き王女のためのパヴァーヌ」、ドビュッシーの「亜麻色の髪の乙
女」など。

ところが池辺愛さん、いつの間にか復帰している！
これから午前の移動は何を聴くか悩みます…。

弁護士　佐渡島　啓
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労働ホットライン
 
私も所属する労働弁護団では、原則として毎週火曜日、木曜日、土曜日の午後１時～４時に労働相談ホットライン（労働に関する問題につ
いての電話相談）を行っています。

日にもよると思いますが、私の担当日には、受話器を置いた途端に別の相談の電話がかかってくることもあるほど相談が多いのです。

労働問題について悩みを持つ方が多いのだと実感しています。

弁護士　德永　美之理

 

暉峻淑子さん著「対話する社会へ」（岩波新書）
暉峻さんは、以前から、格差社会は政府の政策によって作られたものだと指摘されてきました。「対話する社会へ」では、共有する社会シ
ステム（社会保障制度や社会資本など）について、税や保険料の拠出者である私たち市民が互いに話し合う「討議デモクラシー」の重要性
を指摘し、「対話」が苦悩に満ちた社会に希望を呼び寄せる道であるとされています。

５月２８日の集会（http://tax-justice.com/?p=636）でご講演いただく井手英策さんも、「人間が他者と
利害や価値を共有して何かをおこなうためには、ひとつの前提が不可欠である。それは、他者から承認されているという実感、自分が周囲
と等しい扱いを受けているという確信である。…この承認欲求を理念によって満たすには二つの方法がある。ひとつは、愛国心や倫理・道
徳に訴える、「一君万民」的な理念を共有することである。いまひとつは、地域という共同体のなかで、「生存と生活の基礎的ニーズ」を
社会の構成員それぞれが主体的に発見し、負担という痛みを分かち合いながら、構成な分配の理念を共有することである。」（「分断社会
を終わらせる」（筑摩選書・２３７頁））と述べられています。
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地域からの「対話」が、一君万民的な理念や愛国心の陥穽に陥らないために重要であり、社会の分断・対立や格差社会を超えて、人間のた
めの財政を構築し、公正な社会を実現することにつながるのではないでしょうか。

弁護士　猪　股　　正

「貧困ビジネスとの闘い―さいたま地裁判決までの攻防と判決の
意義」が賃金と社会保障No.1681　5月上旬号に掲載
悪質な貧困ビジネスの違法性を認め、その収益を剥奪することを認めた２０１７年３月１日のさいたま地裁判決に関する「貧困ビジネスと
の闘い―さいたま地裁判決までの攻防と判決の意義」が、賃金と社会保障No.1681　5月上旬号（無料低額宿泊所と貧困ビジネス特
集号）に掲載されました。被害の深刻化を受けての訴訟提起から勝訴判決までの様々な攻防と、判決の内容と意義について論じています。

弁護士　猪　股　　正
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脳はバカ、腸はかしこい
「脳はバカ、腸はかしこい」等の著書のある藤田絋一郎医師のお話を聞く機会があった。

アレルギーやうつ病など現代病の原因を、あまり清潔を求めすぎるキレイ社会にあるとされる。
回虫もその宿主の健康維持に役立っているとされ、腸は多数の細菌(善玉菌）のおかげで健康が保たれ、腸内細菌が合成したビタミンが、
脳内伝達物質を合成するところから、腸内細菌は大事だとされる。

また、腸内細菌は最初から赤ちゃんの腸のなかにあるのではなく、赤ちゃんが何でもなめることで、体外の外部細菌を取り込み、体内細菌
の種類を増やしており、これが成長してからの免疫力等の向上に大きな力を発揮するのだとされる。

したがって、過保護で、消毒ばかりしているものしか触れさせない赤ちゃんより、多少ルーズな父母、祖父母に育てられた子供の方が免疫
力が高いというのである。
よかった、うちの子は、健康に育つはずだ。

先生の話は、最初から最後まで冗談、ダジャレの連続であったが、これも「笑うことは免疫力を高める」という先生のお考えの実践である。
先生にはたくさんの著書がある。売れた本も売れなかった本もあるらしいが、ぜひ、読んでみたいと思っている。

弁護士　高木　太郎
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語学について
 
外国の方と話をする機会があるたびに、もっとスムーズにコミュニケーションがとれたらいいのに、と感じます。
 
自分の語学力の低さが原因なのですが、まがりなりにも中学、高校、大学と、僕も英語の授業を受けてきました。１０年も英語教育を受け
てきて、この体たらくです。
僕が悪いのではなく、英語教育が悪いのではないか、と言いたくなります。
 
そして、これからの時代は、さらに語学力が求められ、英語くらい話せないと駄目だと言われるようです。
 
 
・・・まったく。何で、さらにやらなければいけないことが増えるんでしょう。
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あの、有名なこんにゃく的な、便利な翻訳機はまだできないのでしょうか。
これから子供たちに１０年以上英語を習わせる時間や労力や費用を使えば、なんとかなるような気がするのですが。
 
 
弁護士　竹内　和正
 

 
 

メーデー
今日から５月です。
毎年恒例、北浦和公園でのメーデーに参加しました。

実施要項によれば、日本のメーデーは、１９２０年５月２日に東京・上野公園で初めて開催され、今年で８８回を迎えるそうです。

メーデーの回数と同様、参加者も年齢を重ね、全体の高齢化は否めませんが、それでも元気に北浦和公園から浦和県庁までの道のりをデモ
行進しました。
 
 
 
弁護士　谷川　生子
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タニタ食堂
先日、タニタ食堂に初めて行きました。
タニタ食堂の定食は、５００キロカロリー前後、塩分は３g以下にしているそうです。それなのに、お腹がいっぱいになり、とても美味し
かったです。
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それだけでも魅力的なのですが、驚いたのは、タニタ食堂では、健康のために２０分以上時間をかけて食事することを推奨しており、その
ために各テーブルに１つずつタイマーを用意していることです。
手軽なランチを出すお店で、ゆっくりご飯を食べるように推奨するのは、すごいことだと思います。タニタ食堂の健康に対する考えを感じ
ます。
また、タニタ食堂にご飯を食べに行こうと思います。

弁護士　月岡　朗

 

 

感受性と表現力
子供が１歳半になりました。
いろいろなことを理解できるようになり、自我が芽生え、感受性も豊かになってきました。

嬉しい気持ちや、嫌でやりたくないこと、恥ずかしいことや怖いこと、様々な感情を身体いっぱいに使って全身で表現します。
綺麗に咲いた桜を見て「わぁー！！」とキラキラした笑顔で両手を空いっぱいに広げたり、
公園で遊んで自宅に帰る途中で、もっと遊びたいと地べたに寝転んで、足をバタバタさせたりします。

言葉がしゃべれなくたって、こんなに気持ちをストレートに相手に伝えることができるのだなと感心します。
大人になって、言葉が使えるようになって、理性が発達して、自然とこういった表現力は失われていくのでしょうね。
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いつまでも地べたに寝転んでいられては困りますが、だんだんクールになってしまうのは寂しくもあります。

そのうちこの子も、言葉の端々からお友達の感情を探ったり、学校の先生の顔色を伺ったりしながら、社会で生きていく術を身に付けてい
くのでしょうか。
表現が小ぶりになってしまっても、感受性だけは今後もどんどん育っていて欲しいものです。

弁護士　南木　ゆう

「正直な意見」を求められて本当に正直な意見を述べてきたケー
ス
私は埼玉奨学金問題ネットワークの事務局長をやっている関係で、奨学金問題についての講演に呼んで頂ける機会が度々あります。
これまでは、高校の先生や保護者の方々、労働組合や憲法９条の会などの学習会が多く、
年配の方々にお話する機会が多かったのですが、最近は高校に行って高校生のみなさんにお話する機会も増えてきました。

先日も高校生の学年集会で奨学金問題についてお話させて頂きました。
講演終了後、私の講演に関するアンケートを実施したのですが、
その際、高校の先生が「アンケートは正直に書いて下さい。」と生徒に伝えたところ以下のように本当に正直な意見が返ってきました。

【生徒の意見（一部抜粋）】
・話が長い

http://saitamasogo.jp/wp-content/uploads/2017/04/7cef1681aee843577480d7d43d5099a5.jpg
https://saitamasogo.jp/archives/69479
https://saitamasogo.jp/archives/69479


・配布資料が文字ばかりで分かりにくい
・話が難しいので具体例を使って説明して欲しい
・映像を使って欲しい
・もっと簡潔に説明して欲しい
・話が長すぎる
・眠かった

大人の世界ではなかなか味わえない本当に「正直な意見」が届き、若干たじろぎましたが、自分の講演にまだまだ工夫の余地があることも
分かり貴重な経験になりました。
この経験を次回以降に活かしていこうと思います。
 

弁護士　鴨田　譲
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